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白川郷荻町集落の自然環境を守る会 令和6年7月号

白川郷・五箇山の合掌造り集落の世界遺産センター
（デジタルヘリテージセンター）を開設しました！！

【合掌財団から】今年の視察研修は11月20日～21日、金沢を予定！詳しくは次号で！

1995年に世界遺産に登録された白川
郷・五箇山の合掌造り集落は、岐阜県白
川村と富山県南砺市の両県自治体をまた
ぐこと等から博物館施設（ヘリテージセ
ンター）を持たず、その包括的な資産の
魅力を発信するコンテンツ整備が課題で
した。通常、こうした博物館施設の建設
には数億円の費用が掛かることから白川
村や南砺市の財政規模では到底できるも
のではありませんでした。そこでこのた
び、デジタル技術を活用することでより
広範なアクセスと多様な活用、そしてイ
ニシャル・ランニングコストの圧縮が期
待できるデジタルヘリテージセンターを
整備し公開する運びとなりました。
本デジタルヘリテージセンターでは、

白川郷・五箇山の歴史的な成り立ちから
合掌造りが生み出された産業的な背景、
合掌造りの構造や白川郷・五箇山の合掌
家屋の違いなどにスポットをあて、その
魅力をガイダンスするほか、白川村と地
域活性化に向けた包括協定を締結する
NTTコミュニケーションズ㈱の技術提供
によって、メタバース空間（仮想空間）
として開発運営するメタコミュニケーシ
ョン「MetaMe（メタミー）」をメタバ
ースコンテンツとして採用し「白川郷・
五箇山ワールド」を構築しました。これ
により仮想空間ならではの体験やイベン
トができる場（プラットフォーム）を創
出しました。
今後は住民皆様と世界遺産白川郷・五

箇山合掌造り集落の価値認識を深めると
ともに、白川村と南砺市が協働で資産の
魅力を伝えてまいります。

左記QRコードをスマートフォンで
読み取るとご覧いただけます。

［文責：教育委員会文化財担当尾崎］

（結の合掌屋根葺き替えのほか、茅刈や屋根裏では
かつての養蚕の様子を再現しています。）

（自分のアバターを作成しメタバース空間を自由に
体験することができます。）



6月の活動報告 ※8月の定例会は7日(水)を予定（公民館和室にて）
10日 拡大役員会 11日 ねそ6月号発行（総務部） 14日 旧寺口家消防設備点検（福田）

10日 定例会 11日 茅場草刈り（有志） 随時 旧寺口家草刈り（福田）

7月の協議事項（現状変更申請に関わって） 7月8日開催

白川村建設課･･･荻町区画線の復旧 ＊＊＊＊･･･木製窓に樹脂サッシの取付
＊＊＊＊ ･･･整地 ＊＊＊＊ ･･･板壁張替え・軸部取替え

ゴミ問題等に関する発展会からのお願い ～「きれいな白川郷」を守るために～
①観光事業者は、ポイ捨てに繋がるゴミが生じないよう努力しましょう。
②店舗等周辺のゴミ拾いを積極的に行いましょう。
③観光客からゴミ処分の申し出があった際は、他店舗のゴミであっても“お互い様”の精神

で快く引き取りましょう。
④タバコのポイ捨てによる火災がないよう見かけたら注意しましょう。

守る会活動スローガン 〜守る・暮らす・つなぐ〜
①守 る：住民憲章を基盤とした、世界遺産である合掌家屋と農山村の景観保全
②暮らす：結の精神が根ざした共同体と、景観に調和した豊かな住民生活の向上
③つなぐ：故郷から学び、他地域の交流から学び、未来の継承者を育成

◆かん町で「オオハンゴンソウ除去作業」学生さんも多数参加！･･･7月6日（土）午前、
守る会より委託を受けた白川郷観光協会青年部（部長：武田洋氏）5名のメンバーを中心に、
オオハンゴンソウの除去作業を実施。オオハンゴンソウは特定外来生物に指定され、別名
『過疎花』とも呼ばれており、白川郷にふさわしくない日本の生態系を崩す植物として、守
る会では除去に力を入れています。今年も昨年同様、トヨタ白川郷自然學校が実施するプロ
グラム『SDGs担い手育成講座』へ参加した学生やスタッフ等、総勢約 30名での作業となり
ました。とても暑い日で、途中から雨も強くなりましたが、皆さんのご協力のおかげで、除
去量は45リットルゴミ袋で約45袋にもなりました。作業にご参加くださった皆様に心より
感謝申し上げます。オオハンゴンソウの繁殖力はと
ても強く、絶やすことは難しいですが、どう増やさ
ないかを考えていけたらいいなと思います。
また余談になりますが、昨年同プログラムに参加

された学生さんが、講座を通して村民と繋がり、実
現したのが、6月に合掌造り民家園にて開催された
「白川郷ナイトマルシェ」。住む人も訪れる人も一
緒になって村を思い行動することが、これからの時
代に求められるのかもしれないなと感じました。

［一般環境部］

◆「土いれ経費全額補助」をぜひご活用ください！･･･令和3年度、合掌財団により見出
しの制度が創設。集落内の景観基準では、舗装に制限があり、みなさんのご理解と努力によ
り、土面露出が守られていますが、その維持には大変なご苦労があるかと思います。土の敷
地に建つ合掌造りの景観を後世に繫ぐため、ぜひ本補助金をご活用ください。

［土いれ補助金の注意事項］
・補助金上限は100万円です。
・本補助金は、砂利や砕石は対象外です。
・合掌造りの建つ敷地に加え、一般建築物の敷地面も対象となりますが、田畑への土いれ
は対象外です。

・土の補充についても、現状変更申請が必要です（許可がない場合、補助対象外）。
・規模の大きな土いれをご計画の方は、合掌財団が毎年10月に実施する、次年度事業要望
書に見積書の添付をお願いいたします。

※詳しくは合掌財団（TEL：6-3111）まで。
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